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「校庭芝生化地域連携事業」　実績報告書

区市町村名

学校名 立

１　事業目的 協議会名

２　主な取組と成果

３　取組内容

４　今後について

府中第一小学校校庭芝生化推進協議会

学校と地域の連携・協働による校庭芝生の維持管理及び活用のシステムの定着を目指す。また、地
域との連携をさらに強め、芝生化の効果をアピールしながら、学校教育への理解と協力体制を深め
る。
芝生の校庭を活かし、児童の心身の成長・発達を促進し、総合的な生きる力の向上を図る。

・グリーンリーダーの配置により、地域の協力者との協働を推進し、学校と地域の連携・協力で芝生を
維持管理する仕組みを定着させることができた。
・環境委員会（児童）の活動として芝生の手入れを位置付け、ボランティアの方と共に作業をすること
で、日常の芝生管理の改善を図った。
・全校児童によるポット苗の補植等を通して、芝生への愛着や環境への関心などが高まり、教育的な
効果が得られた。
・運動会を裸足で実施、休み時間にも校庭で遊ぶことを推奨し、芝生校庭を活かした体力向上の取り
組みを行った。

府中市 府中第一小学校

○グリーンキーパー連絡会
・実施日：平成31年4月18日
　　　　　　令和元年5月30日
　　　　　　令和元年7月18日
　　　　　　令和元年8月28日
　　　　　　令和元年10月17日
　　　　　　令和元年12月17日
・対象：スポーツ団体代表、地域関係者、ＰＴＡ代表、芝生ボランティア代表、学童クラブ職員、校庭芝
生管理委託業者、本校教職員(参加人数：20名程度)
・活動内容：芝生を活用した事業の計画づくり、芝生の維持管理計画の作成・確認　等

○ボランティアによるポット苗づくり
・実施日：令和元年5月25日
・対象：芝生ボランティア、校庭使用のスポーツ団体、教職員、管理委託業者
・参加者：約200人
・内容：補植作業に向けたポット苗（夏芝）づくり

○全校児童と芝生ボランティアの共同作業によるポット苗補植作業
・実施日：令和元年7月3日（1～4・6学年）・7月9日（5学年）
・対象：全校児童、芝生ボランティア、教職員、管理委託業者
・参加者：1100人（児童を含む）
・内容：芝生の損耗が激しい箇所を中心に、ポット苗を補植

府中

・グリーンキーパー連絡会を定期開催し、芝生の維持・管理のより良い方法について協議する。
・芝生ボランティアを随時募集し、ボランティアの人数を増やし、一層強固なボランティア組織とする。
・校庭芝生に関する情報の発信や芝生イベントを企画する。芝生のよさを伝え、芝生の維持･管理に
かかわる保護者、地域の方を増やしていく。

令和 元年度

ポット苗づくり


